信越妙高ワイズメンズクラブ

２０１６年７月例会　記録

日  時　　　２０１６年７月２８日（木）　午後６時〜８時３０分

会  場　　　ペンション富夢想野

出席者　　　福澤系司（会長）、豊岡一久（副会長）、朝倉正昭（監事）、村上綾子（会員）、

　　　　　　　　小林明彦（会計）、諏訪治邦（担当主事）、福澤れい子（メネット）
列席者　　　細川剛（東新部部長）、神保伊和雄（東新部ＣＳ事業主査）　　　　以上　計９名

欠席者　　　宮嶋裕文             　　　　　　　　　　以上　　１名

司　会 　　 小林明彦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　開会点鐘　〜　略

　　　　　　　ワイズソング唱和　〜　略

　　　　　　　食前の感謝　〜　略

　　　　　　　食事　（セブンイレブンのお弁当）

　　　　　　　

Ⅰ．部長公式訪問

　　　A.　細川部長より、「今チャレンジ、明日に向かってワクワク東新部」の年間主題の下、楽しみ

　　　　　ながら、協働と共感をもって支え合う東新部活動を展開したい、特に子どもをマラリアから

　　　　　守ろう！運動にコミットしていきたい旨の簡潔な挨拶があった。

　　　B． 神保氏より、中１より野尻学荘に参加して以来のワイズ歴の自己紹介があった。

Ⅱ．報告・連絡

A. 　東新部部長報告

　　　　　　７月１日現在の会員数は９０名。７月１７日にチャーターナイトを迎えた東京多摩みなみク

　　　　　　ラブの１２名（移籍３名除く）、世田谷クラブ新入会１名を加えると今日現在計１０３名、との報告あり。

B.　東日本区　〜以下の報告が福澤会長より行われた

　　　　　　１．東日本区大会が長野市で６月４日（土）〜５日（日）に４００余名の参加あり。当クラブ

　　　　　　　　は協力クラブの一つとなり、初日の道案内を豊岡氏、れい子メネット、小林が担当

　　　　　　２、メモリアルアワーで、故星野達雄氏の紹介と写真が紹介された。　　　　

　　　　　　３．第７２回国際大会が８月４日〜７日に台湾で開催される。

　　　　　　４．１５－１６理事通信第１３号と、１６－１７理事通信第１号が回覧された。

　　　C.　東新部　

　　　　　　１．東新部評議会が７月２３日に東陽町で行われ、会長が出席した。詳しくは「東新部第

　　　　　　　　１回評議会ワークブック」参照

　　　　　　２．東京多摩みなみクラブ（新会長：石田こうじ氏）のチャーターナイトが７月１７日に行わ

　　　　　　　　れ、１０１名が参加した。当クラブから祝メールと祝電を送った。

　　　　　　３．１５－１６部長通信第６号が回覧され、１６－１７部長通信第１号が配布された

　　　　　　４．「日本ＹＭＣＡ同盟東山荘１００年募金感謝と願い」が回覧された

Ⅲ．メンバースピーチ

　　　A.　豊岡副会長より、妙高ワイズメンズクラブへの入会の経緯、現在の関わりについて次のよ

　　　　　　うな胸襟を開いた話しがあり、その後若干の質疑応答があった。

　　　　　　１．１９９６年（平成８年）に妙高高原郵便局に局長として赴任。当時は組合が強く労使関

　　　　　　　　係が良好ではなかった。３０名位の職員の半分は地元の人だった。

　　　　　　２．その解決の手段の一つとして地域との関係を密にしようと考え、自宅も妙高高原に移

　　　　　　　　した。

　　　　　　３、２００５年１０月２２日発足の当クラブに入会を誘って頂いたのは故星野達雄氏。

　　　　　　４．入会の動機は前述のように地域社会との関係を密にしたかったからで、実際活動を

　　　　　　　　開始してチャーターメンバーとの交わりが出来、地域との繋がりが増えることによって　

　　　　　　　　局内の労使関係は改善されたと思う。

　　　　　　５．入会から１０年が経ち、一年前に退職をした現在、妙高ワイズメンズクラブは自分の心

　　　　　　　　の拠り所となっている。

　　　B.　次回以降のスピーカー

　　　　　　８月　村上　　９月　朝倉、　１０月　れい子、　１１月　小林

　　　　

Ⅳ．協議

　　　A.　東日本大震災復興支援ワークキャンプの今後

　　　１．添付資料の「東日本大震災復興支援活動実施一覧」に基づいて、２０１１年３月

　　　　　末の４回に亘る救援物資運搬から１０回に亘るワークキャンプの概略が、ワークキャン

　　　　　プ担当小林から説明があった。

　　　２．６月２４日石巻サンプラザホテル会議室で行われたワークキャンプの最終ミーティン

　　　　　グで話し合われた内容を総括しつつ、次のような３点に関して今後のことは検討さ

　　　　　れるべき、との朝倉氏からの提言がなされた。

　　　　　　a.　ワークの内容が「復興支援」と参加者が判断出来るものなのかどうか

　　　　　　b.　東日本区よりの補助金がなくなっても続けていくのかどうか

　　　　　　c.　現地のアレンジを石巻広域クラブにお願いする場合の留意点は何か　　

　　　３．協議の結果、第１１回ワークキャンプを実施する方向で、この３点を検討していくこと　

　　　　　が申し合わされた。

B.　会友制度の設置

　　　福澤会長より、当クラブの会則の中に会友がないが、今後検討していきたいとの提案が

　　　なされ、継続検討となった。

Ⅴ．その他　　

A. 　星野光代さんの様態

　　　　　　れい子メネットより、７月２１日に順天堂大学病院に見舞いをした際の光代さんの容態の

　　　　　　報告があった。

　　　　　　星野達雄さんの昇天後、ギランバレー症候群を発症し約１ヶ月間集中治療室にて治療。

　　　　　　現在は一般病棟に移っている。喉を切開したため言葉を発することが出来ず、また全身

　　　　　　の筋力が働かないため、寝たきり状態。会話は出来ない。こちらからの言葉掛けにはウッ

　　　　　　スラ反応はある様子。

　　　　　　光代さんの回復の早からんことを一同で祈った。

　　　B.　次回例会

　　　　　　８月２５日（木）午後６時　Ｙロッジにて　　５時から古切手整理作業あり

　　　C.　ワイズシルバースキーキャンプ

       案内ビラが配布され、先日の評議会で出席者に配布＆アピール＆今後東新部各クラブ会長＆部役員宛メールに添付送信して周知を図り参加者を募る旨、福澤会長より説明があった。

　　　　　 　　

　　　D.　山中キャンプ

　　　　　　カラー刷りの案内ビラが配布され、神保氏よりPRがあった。

　　　E.　Ｙロッジ所長より

　　　　　看板修繕に関して謝辞が申し述べられた。

なお、芝地についても周囲のブッシュが取り払われ、切り株５箇所も埋め戻しされ、広くなった事が福澤会長から追加報告された。

　　　F．ニコニコ

　　　お弁当代として各自１，０００円出し合った計７，０００円と原価５，０９０円との差額２，０００

　　　円がニコニコとして捧げられた。

　　

全ての議事を終え、福澤会長により閉会が宣言され、解散となった。

以上　記録　小林明彦


●

例年、７月例会時に「Annual　Report」を配布しておりましたが、今回は抜粋のみの配布にとどめ、次回８月例会時に細部を含めた全文を配布します。

●

例会出席の確認は依然として容易でありません。例会の少なくとも３日前までには、出席の場合　でも欠席の場合でも、食事をしない場合でも、弁当手配担当小林まで自発的にお知らせ頂きますようにお願いします。

